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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

化学は物質を対象とする学問です。化学が人間生活に果たしている役割を理解すると共に、学

習を通じて化学的に探究する能力と態度を育成するために、常に目的意識を持って授業を受け、

実験･観察などを通して、社会における化学の役割を考察しましょう。また、日常生活の様々な場

面で得た知識を活用し考えることで新たな見方を身に付けることができます。学んだことの積み

重ねで授業が進んでいくので、ノートや問題集を用いて復習は欠かさず行いましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

a:知識・技能 

事物現象の概念や法則などをもとに、粒子の振る舞いや状態を説明したり、化学変化の様子や

量的関係から必要な試料・試薬の量を求めたりすることができる。 

 

b:思考力・判断力・表現力 

 既習の知識や概念・法則を活用し、自然現象や日常生活から問題を見出して実験をしたり仮説

実験を行ったりすることで、得られた実験結果を解釈して探究結果を自らの言葉で表現すること

ができる。 

 

c:主体的に学習に取り組む態度 

 自然現象に目を向け自ら問題を発見しようとしたり、自らの科学的な探究について「観察」「仮

説」「実験」「検証・分析」をデザインしたりすることができる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考力・判断力・表現力 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物現象についての

概念や原理法則などを理解

しているとともに、科学的

に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本

操作や記録などの技能を身

に付けている。 

自然の事物現象から問題を

見いだし、見通しをもって観

察、実験などを行い、得られ

た結果を分析して解釈し、表

現するなど、科学的に探究し

ている。 

自然の事物現象に主体的に

関わり、見通しをもったり振

り返ったりするなど、科学的

に探究しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期

中

間 

電

池 

化学エネルギーを電気エネ

ルギーとして取り出した

り、外部から加えた電気エ

ネルギーによって化学反応

が起こったりする原理につ

いて学ぶ。 

a:ダニエル電池や鉛蓄電池，燃料

電池等の構造や反応を知り，電池

のしくみを理解することができ

る。鉛板と硫酸，乾電池を用いて，

鉛蓄電池の仕組みを調べること

ができる。 

b: 電池は，酸化還元反応によっ

て電気エネルギーを取り出す仕

組みであることを考えることが

できる。また，ダニエル電池や代

表的な電池の反応について考え

ることができる。 

c: 化学エネルギーを電気エネル

ギーとして取り出したり，外部か

ら加えた電気エネルギーによっ

て化学反応が起こったりする原

理について調べようとする。実用

一次電池と実用二次電池の例と

その仕組みについて調べようと

する。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

観察 

 

ワークシ

ート 

電
気
分
解 

a: 電気分解における陽極，陰極

それぞれでの反応を知り，電気分

解の原理を理解することができ

る。 

b: 外部から加えた電気エネルギ

ーによって，電極で酸化還元反応

が起こることを理解する。また，

その反応に関与した物質の変化

量と電気量との関係について考

えることができる。 

c: 電気分解の工業的利用につい

て振り返って，日常生活や社会に

生かそうとする。 
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１
学
期
期
末 

有
機
化
合
物
の
特
徴
と
分
類 

有機化合物の一般的な性質

や構造を理解し，分類や分

析の仕方を学ぶ。 

 

a: 有機化合物の特徴と分類につ

いて理解することができる。 

b: 有機化合物の特徴と分類を考

えることができる。 

c: 有機化合物の一般的な性質や

構造を理解し，分類や分析の仕方

を調べようとする。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

観察 

 

ワークシ

ート 

有
機
化
合
物
の
分
析 

a: 有機化合物の分析について理

解することができる。砂糖に含ま

れる元素を調べることができる。 

b: 元素分析により，組成式･分子

式･構造式が決定されることにつ

いて考えることができる。 

c: 成分元素の検出について振り

返って，日常生活や社会に生かそ

うとする。 

飽
和
炭
化
水
素 

有機化合物の基本的な化合

物である炭化水素のうち，

鎖式炭化水素と脂環式炭化

水素の構造と性質を学ぶ。 

 

a: 飽和炭化水素とその性質，反

応について理解することができ

る。 

b: 脂肪族炭化水素の性質や反応

を構造と関連づけて考えること

ができる。 

c: 有機化合物の基本的な化合物

である炭化水素のうち，鎖式炭化

水素と脂環式炭化水素の構造と

性質を調べようとする。 

不
飽
和
炭
化
水
素 

a: 不飽和炭化水素とその性質，

反応について理解することがで

きる。飽和炭化水素と不飽和炭化

水素の反応性の違いを，それぞれ

の化合物と臭素の反応から調べ

ることができる。 

b: 官能基をもつ脂肪族化合物の

性質や反応について考えること

ができる。 

c: 不飽和炭化水素や，官能基を

もつ脂肪族化合物の構造と性質

を調べようとする。 
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２
学
期
中
間 

ア
ル
コ
ー
ル
と
エ
ー
テ
ル 

酸素を含む有機化合物であ

るアルコールやエーテル，

アルデヒド，ケトン，カルボ

ン酸，油脂などについて，構

造や性質を学ぶ。 

 

a: アルコールとエーテルの性

質，反応について理解することが

できる。アルコールの炭素原子数

と溶解性の関係を調べることが

できる。 

b: アルコールの分類や性質とエ

ーテルの性質を考えることがで

きる。 

c: 酸素を含む有機化合物である

アルコールやエーテルについて，

構造や性質を調べようとする。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

観察 

 

ワークシ

ート 

ア
ル
デ
ヒ
ド
と
ケ
ト
ン 

a: アルデヒドとケトンの性質，

反応について理解することがで

きる。アルコールの反応とその酸

化生成物の性質についてエタノ

ール，ナトリウム，銅線を使って

実験することができる。 

b: アルデヒドの性質とケトンの

性質について考えることができ

る。 

c: 酸素を含む有機化合物である

アルデヒド，ケトンについて，構

造や性質を調べようとする。 

カ
ル
ボ
ン
酸 

a: カルボン酸の性質，反応につ

いて理解することができる。 

b: カルボン酸の構造や性質，光

学異性体について考えることが

できる。 

c: 酸素を含む有機化合物である

カルボン酸について，構造や性質

を調べようとする。 

エ
ス
テ
ル
と
油
脂 

a: エステルと油脂の性質，反応

について理解することができる。

エステルを合成し，その性質を調

べることができる。 

b: エステルや油脂の構造，性質

について考えることができる。 

c: 酸素を含む有機化合物である

エステルと油脂について，構造や

性質を調べようとする。 
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芳
香
族
炭
化
水
素 

芳香族炭化水素を始め，芳

香族化合物の性質を学ぶ。 

a: 芳香族炭化水素の性質，反応

について理解することができる。 

b: 芳香族炭化水素の構造，性質

や反応を考えることができる。 

c: 芳香族炭化水素の性質を調べ

ようとする。  

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

観察 

 

ワークシ

ート 

酸
素
を
含
む
芳
香
族
炭
化
水
素 

a: 酸素を含む芳香族化合物の性

質，反応について理解することが

できる。フェノールの性質と，フ

ェノール類であるサリチル酸の

反応を調べることができる。 

b: 酸素を含む芳香族化合物(フ

ェノール類，芳香族カルボン酸な

ど)の構造，性質や反応について

考えることができる。 

c: 酸素を含む芳香族化合物の性

質を調べようとする。 

２
学
期
期
末 

 

窒
素
を
含
む
芳
香
族
炭
化
水
素 

a: 窒素を含む芳香族化合物の性

質，反応について理解することが

できる。アニリンの性質を調べる

ことができる。 

b: 窒素を含む芳香族化合物(芳

香族アミンなど)の構造，性質や

反応について考えることができ

る。 

c: 窒素を含む芳香族化合物の性

質を調べようとする。染料につい

て振り返って，日常生活や社会に

生かそうとする。 

有
機
化
合
物
の
分
離 

a: 有機化合物の分離について理

解することができる。芳香族化合

物を混合溶液から分離して調べ

ることができる。 

b: 有機化合物の性質を利用し，

混合溶液の分離を考えることが

できる。 

c: 有機化合物の分離方法につい

て調べようとする。 
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高
分
子
化
合
物
の
分
類
と
特

徴 

高分子化合物の分類と特徴

について学ぶ。 

a: 高分子化合物の分類と特徴に

ついて理解することができる。 

b: 高分子化合物の分類，合成及

び特徴を考えることができる。 

c: 生活や生命に関わる高分子化

合物の基礎的な分類，特徴を調べ

ようとする。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

観察 

 

ワークシ

ート 

糖
類 

生活や生命に関わる高分子

化合物の基礎を学び，天然

高分子化合物とそれを構成

している化合物の構造や性

質について，化学的な面か

ら学ぶ。 

a: 糖類について理解することが

できる。グルコースや氷砂糖，デ

ンプン溶液を用いて化学的性質

を調べることができる。 

b: 糖の種類と構造，性質につい

て考えることができる。 

c: デンプンやセルロースなどの

天然高分子化合物と，それを構成

している化合物の構造や性質に

ついて，化学的に調べようとす

る。 

タ
ン
パ
ク
質 

a: タンパク質について理解する

ことができる。タンパク質中の窒

素や硫黄を検出し，タンパク質の

構成元素を調べ，タンパク質の呈

色反応や変性などの化学的性質

を調べることができる。パイナッ

プルを用いて酵素の働きを調べ

ることができる。 

b: タンパク質を構成する主なア

ミノ酸の種類や，構造，性質を考

えることができる。また，タンパ

ク質の高次構造や性質について

考えることができる。 

c: タンパク質と，それを構成し

ている化合物の構造や性質につ

いて，化学的に調べようとする。 

核
酸 

a: 生物の細胞にある核酸につい

て理解することができる。 

b: 核酸の構造と複製の仕組みを

考えることができる。 

c: 核酸の構造や性質について，

化学的に調べようとする。 
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３
学
期 

 

高
分
子
化
合
物
の
合
成 

石油から人工的につくられ

た合成繊維やプラスチック

の製法や構造，性質，用途な

どを学ぶ. 

 

a: 高分子化合物の合成について

理解することができる。 

b: 合成高分子化合物の合成につ

いて考えることができる。 

c: 高分子化合物の合成について

振り返って，日常生活や社会に生

かそうとする。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

観察 

 

ワークシ

ート 

合
成
繊
維 

a: 合成繊維について理解するこ

とができる。アジピン酸ジクロリ

ドを用いてナイロン 66 を合成す

ることができる。 

b: 合成高分子化合物の構造，性

質及び合成について考えること

ができる。 

c: 合成繊維の種類とその性質に

ついて調べようとする。 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
合
成
樹
脂
） 

a: プラスチックについて理解す

ることができる。 

b: 高分子材料であるプラスチッ

クの種類，性質を考えることがで

きる。 

c: プラスチックの種類とその性

質について調べようとする。 

ゴ
ム 

a: ゴムについて理解することが

できる。 

b: ゴムの種類，構造，性質を考

えることができる。 

c: ゴムの種類とその性質につい

て調べようとする。 

生
活
で
利
用
さ
れ
て
い
る
合
成
樹
脂 

a: 生活で利用されている合成樹

脂の種類，構造，性質について理

解することができる。発泡ポリス

チレンを溶解して得られた固体

から，発泡ポリスチレンを再生す

ることができる。 

b: 生活で利用されている合成樹

脂の種類，構造，性質を考えるこ

とができる。 

c: 生活で利用されている合成樹

脂の種類，構造，性質について調

べようとする。 

   

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


